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アトラクション 

 

JA 共済 ジュニアバレーボールフェスタ 参加スタッフ・選手紹介 

○男子選抜監督：岩本 将史 

○女子選抜監督：島袋 功 

 
  



≪ 閉 会 式 次 第 ≫ 

令 和 8 年 2 月 1 5 日 

司会：総務委員会 
 

開式通告     司 会：総務委員会 

1. 成 績 発 表  崎山 俊樹 那覇市小学生バレーボール連盟競技委員長  

2. 表 彰  吉本 光男  那覇市小学生バレーボール連盟会長 

3. 最優秀選手賞・優秀選手賞 吉本 光男  那覇市小学生バレーボール連盟会長 

4. 年間優秀選手賞  各チーム監督 

5. 大 会 講 評  吉本 光男  那覇市小学生バレーボール連盟会長 

6. 閉 式 の こ と ば  照屋 司 那覇市小学生バレーボール連盟副会長 

   



 

第147回那覇市小学生バレーボール大会 さよなら大会 

 

《 開 催 要 項 》 

 
1．趣  旨 バレーボールを通して児童の健全な心身の育成を図ると共に、スポーツの楽しさを伝える  

大会を通して親睦と友情を育て自主性・自発性・創造性豊かな児童を育成する事  

また、今大会は６年生を送り出す事を目的とする  

    

2．主  催 那覇市小学生バレーボール連盟  

 

3．主  管 那覇市小学生バレーボール連盟  

 

4．後  援 那覇市教育委員会  

 

5．開催期日 2026年 2月14日（土）  

≪大会1日目≫  

予選リーグ・決勝トーナメント1回戦  

集合・開館 ８：００ 受 付 ８：４０ 監督ミーティング ８：５０  

開 会 式 ９：００ （開会式終了後、試合開始）  

2026年2月15日（日）  

≪大会2日目≫  

決勝トーナメント2回戦／準決勝／決勝  

集合・会館 ９：００ 受付・監督ミーティング ９：１５  

試合開始 ９：４５ （ 決勝戦終了後 閉会式 ）  

 

6．会  場  

那覇市民体育館  

 

7．参加料  

別紙参照（参加料へ3000円プラス ※那覇市民体育館使用の為）  

沖縄銀行首里支店 普通預金1461666 那覇市小学生バレーボール連盟  

振込〆切・・・2026年1月30日（金） 15：00まで 時間厳守  

         振込名は、チーム名 (例) マツガワクラブ ダンシ  

※ 複数チームの場合でも、チーム名のみ記入し振り込みをお願いします  

※尚、地震・風水害等の自然災害及び感染症・伝染症等により大会が中止された場合、  

または抽選後、何らかの事情で参加辞退があった場合、参加料の補償(返金)は行わない 



８.登 録 料  

3,000円／チーム ※那覇小連登録料とし、初回のみ徴収します。  

 

9．参加対象  

1）県内の小学生を対象とし、大会の趣旨に賛同する那覇市内のチーム  

2）地域住民から信頼されている成人が責任をもって育成しているチーム  

3）小学校で課外活動として育成しているチーム  

 

10．チーム編成と注意  

1）チーム編成は、監督1名、コーチ2名、マネージャー１名、選手12名以内とする  

※ 複数チーム参加の場合 監督は、兼任することはできない  

2）引率者、監督は自チームを掌握し責任ある指導者であること  

3）単独でチームで編成できない場合は2～3の複数（合同）チームで編成してもよい  

また、男女混合でもよい  

4）ユニフォームは同一のもので、胸、背番号がはっきり見えるようにすること  

混合の場合は、男女ユニフォームを変えるか・男子・女子が識別できるように  

靴下の長さ・色を変えるかもしくは腕または、足首にバンドのようなのを着用する。  

           チームに配慮の必要な選手がいる場合、事前に競技委員長へご相談下さい。  

 

5）選手は、保護者の同意を得たものであること  

6）大会中の事故に対する補償は、スポーツ安全協会の傷害保険でもって行い、主催者は  

応急処置のみ行い、その後の責任は負わない。傷害保険への加入は、  

各チームで責任を持って済ませておくこと  

7）チームプレート（得点盤用）・プラカードは、各チームで作成し当日持参すること  

8）ごみは各チームで袋を用意し、責任を持って持ち帰るようにすること  

9）代表者会議・抽選会には、監督及びチーム責任者が必ず出席すること  

もし、出席がなければ参加しないものとみなし、申し込みを取り消します  

 

11．競技方法  

1）男子Aブロック・女子Aブロック・男女混合Aブロックで行う  

※原則として、各ブロック1チームのみの参加とする。  

但し、単独チームに選手（6年生）が7名以上いる場合は2チームの参加を認める  

※ 必ず６年生が１名以上エントリーしている事  

2）各ブロック共に予選リーグ後、決勝トーナメントを行う。  

3）全試合3セットマッチの２セット先取とする。  

（ 1・2セット目は21点制・3セット目は15点制 ）  

4）ブロックシードは第 146回那覇市小学生バレーボール大会を参考に設ける  

男子 優勝・準優勝（第一シード：小禄南エンジェルス・第二シード：城北ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ）  

女子 ベスト4（第一シード：識名ドルフィンズ・第二シード：石嶺ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ）  

（第三シード：松島フェニックス・第四シード：曙ドゥリマーズ）  

混合 優勝・準優勝（第一シード：宇栄原朝日・第二シード：金城美ら心）  

  



12．競技規則  

令和7年度日本バレーボール協会の定める小学生6人制競技規則による  

但し、別に定める小学生フリーポジション制及び大会のローカルルールを採用する。  

 

13．使 用 球  

1）人工皮革軽量4号カラーボール（円周62～64ｃｍ重量200～220ｇ）  

「男子・男女混合がモルテンボール／女子ミカサボール」を使用する  

※ ボールの内気圧は、315hpaに統一する。  

2）ネットの高さ2ｍ コートの広さ8ｍ×16ｍ  

 

14．表 彰  

各ブロックの1～3位までを表彰する（6チーム以上）  

☆ 優 勝：優勝旗・賞状・トロフィー・ボール・メダル  

☆ 準優勝：賞状・トロフィー  

☆ 3 位：賞状・トロフィー  

※参加チームが4～5チームの場合、表彰は優勝・準優勝のみとします。  

参加チームが３チームの場合、表彰は優勝のみとする。  

≪個人賞≫（６年生を対象とする。）  

         最優秀選手賞・優秀選手賞  

 

「各ブロック最優秀選手1名・優秀選手2名」  

☆ 年間優秀選手賞・・・年間を通して最もチームに貢献した選手1名  

※表彰は、閉会式にて行います  

 

15．申し込み方法及び期日  

〇事前申込〆切 2026年1月18日（日）17：00迄 時間厳守（崎山競技委員長宛）  

〇事前申し込み後、スプレッドシートへの入力してください  

〆切2026年1月25日（日）17：00迄 時間厳守  

 

16．代表者会議及び抽選会  

〇日 時：2026年2月1日（日）時間：19：00～21：00  

〇場 所：那覇市民体育館 第一・第二 会議室  

 

17. その他  

※ 大会に関する問い合わせは、下記へお願いします。  

≪理事長≫ 島袋 功 ≪総務委員長≫ 伊野波 紘  

≪競技委員長≫ 崎山 俊樹 ≪審判委員長≫ 島袋 信幸  

※ コンプライアンスに関する問い合わせ  

≪コンプライアンス担当≫井上 創平・≪理事長≫ 島袋 功 

 

 

体罰・暴言・ハラスメントのない 笑顔と 

歓声あふれる大会をみんなで創りましょう.



≪令和７年度 第147 回那覇市小学生バレーボール大会 さよなら大会≫ 

【総務上の確認事項】 

＜開会式＞ 

①今大会は開会式を行います。選手は時間までに全員集合し、指定された場所に整列してく 

ださい。 注意：プラカードは忘れずに！ 

 

＜閉会式＞ 

① 今大会は閉会式、個人賞の授与を行います。入賞チーム、該当選手は全員参加してくださ 

い。 

 

＜注意事項＞ 

①選手は、スポーツ障害保険に加入し、保護者の同意を得てください。 

②会場の片づけ及び清掃は原則として全チームで行います。チームは日程終了まで待機して 

ください。ただし、自チーム周辺の清掃を行い、かつ、会場責任者の了解を受けて解散し 

てもよいこととしますが、チームの責任者は会場の片付け、清掃がありますので最後まで 

待機してください。 

③フロア外でのボールの使用は一切禁止です。 

④フロア内での応援は大会運営者の許可がない限り一切禁止とします。 

⑤敷地内および周辺はすべて禁煙です。 

⑥館内は土足禁止です。外履きシューズは各チームで管理し、玄関口での放置及び靴箱の使用は 

禁止とします。 

※ 各自にてシューズ入れ、または、ビニール袋を持参してください。 

⑦毎回、忘れ物が非常に多いので、持ち物管理をチームで徹底してください。 

⑧備品等は大事に扱うように保護者は子どもたちを管理してください。 

※ 万が一、破損させてしまった場合は速やかに会場責任者へ申し出てください。 

⑨大会参加にあたり、氏名、学校名、学年および対戦結果、記録、写真、動画、主催者が発 

行する大会冊子、出版物、ホームページなどに掲載すること、また、マスコミへの公表に 

使用することをご了承ください。 

⑩大会日程終了後に監督ミーティングを行います。 

ミーティングの結果は会場責任者がまとめ、コンプライアンス長まで報告してください。 

 

＜駐車場＞ 

① 開門時間について 

○２月１４日(土) 7：30 ～ 

○２月１５日(日) 8：00 ～ 



②各チーム係の指示に従い指定された場所に駐車して下さい。 

③指定された場所、敷地外への駐車は禁止致します。 

※ 住宅街及び商業施設などへの駐車は住民及び施設に大変迷惑となります。 

状況によっては試合を止めて場内アナウンスで移動を促す場合もありますので 

予めチーム内で周知しご協力をお願いいたします。 

※ 駐車場での事故及び違法駐車によるレッカー移動など連盟で責任は一切負いません。 

④交通ルールを守り、子どもたちの模範になるようにしましょう。 

⑤今大会は駐車場係を割振りいたします。各チーム割り振られた時間帯に係を配置してくだ 

さい。 

 

＜感染対策に関わること＞ 

① 感染対策について規定はいたしません。各チームで取り組んでください。 

② 会場への入場制限は行いません。ただし、会場から指示のあった場合はその指示に従って下さい 
  



【競技上の確認事項】 

 

＜大会日程＞ 

① ２月１４日（土） 会場：那覇市民体育館 

7：３０ 開門 

８：００ 開館・各チーム集合  

※コート設営開始 各チームスタッフの皆様はご協力お願い致します。 

８：４０ チーム受付 

８：５０ 監督ミーティング 

９：００ 開会式 

（第一試合）開会式終了後、５分間公式練習を開始。 

その後３分間打ち合いを行い試合を開始して下さい。以降は追い込み方式 

※集合時間には遅れないようにお願い致します。 

②２月１５日（日） 会場：那覇市民体育館 

８：００ 開門 

９：００ 開館・各チーム集合  

９：１５ チーム受付・監督ミーティング 

９：３５ ５分間公式練習開始 

９：４５ 第１試合開始 

※以降は追い込み方式で試合進行下さい 

（決勝戦終了後） 閉会式開始 

 

＜競技規則＞ 

令和７年度（公財）日本バレーボール協会の定める６人制競技規則による。 

但し、別に定める小学生バレーボール競技規則を採用する。また、本大会特別規則を採用する 

 

＜競技方法＞ 

①女子・男子・混合ともにＡブロックを開催する 

※コート内に６年生が１人以上はいる事とする。 

②女子・男子・混合：予選リーグ、決勝トーナメントを行う事とする 

② 試合はすべて３セットマッチとする。 

ブロック３セットマッチ２１点のラリーポイント制を採用し、２セット先取とする。 

３セット目は１５点制とし、デュースの際は、全セット２点差がつくまで行う事とする 

④本大会においてもテクニカルタイムアウトを適用する。 

第１、２セットでは、リードするチームが１１点に達したとき、 

第３セットはリードするチームが８点目に達したときに適用する。 

デュースが続く場合、第１，２セットは両チームが、２５点に達したときに適用し、 

その後は両チームが７点ずつ積み重ねた段階で適用する。 

第３セットは両チームが２１点に達したとき、その後は両チームが７点ずつ積み重ねた段階で適用する。 

※テクニカルタイムアウトは水分補給のみならず、健康管理も行うようお願い致します。 

⑤試合は追い込み方式で行い、連続試合の場合は、最大１５分の休憩をとる 

※１５分のインターバル取り扱いは、各チーム監督責任の下、休憩又は練習の判断をする。 

⑥試合が終了したチームは速やかにコートを空ける事 

次の試合のチームは迅速に当該コートに集合し、以下の事を行う 

・ラインナップシート、得点掲示用チームプレートを審判員に提出 

・予選～決勝トーナメントまで３分間打ち合い（簡易ＩＦ） 

・決勝戦のみプロトコールを適用する。（公式ＩＦ記録用紙） 



※連続試合ではない場合は、前の試合終了５分後に３分間打ち合いを開始する。 

 

＜参加規程＞ 

① チーム編成は、監督１名、コーチ2名、マネージャー１名、選手１２名以内とする 

  但し、監督は必ず成人である事とする。 

② ≪１４７回那覇市小学生バレーボール大会運営規定≫ 

 

-エントリー変更- 

参加申込書に記載された選手の変更（背番号の変更・誤字の訂正）に関しては初日の８時３０分まで、 

チームスタッフは１〜２日目それぞれ監督ミーティングまでに、エントリー変更届けにその旨記入し、 

会場の競技委員長に提出し、承認を得ること。それ以降の変更は認められない。 

 

-服装- 

① 単独チームの選手のユニフォームは同一の物を着用し、背番号は１～９９番とするが競技運営上１～

１２番が望ましい 

男女混合チームは背番号が同じにならないように、かつ、分かりやすいように各チームのユニフォーム

を着用して下さい 

但し、違うユニフォームを用意できない場合は、同一ユニフォームで構わないが、男子・女子いずれか

が、識別用バンドを腕か足首に付けるか、ソックスの色やハチマキなどでひと目で判別できるようにす

ること。 

ユニフォームの背番号等の色は、ルールに則って地の色と対象的な色を使用し、誰もが見え易いもの

にすること 

※ビブスの着用も可とする 

※ハチマキの着用は、チームで揃えなくてもよい（ヘアーバンドと同じ扱いとなります） 

②単独チームの監督・コーチ・マネージャーの服装は、統一された物を着用する事とし、シューズを履くこ 

  と 

但し、マネージャーが児童の場合はこれの限りではない 

※スタッフの服装の統一とは、襟付きのシャツ、長ズボン・半ズボン（混在可）同系色に揃えることをさ 

す。 

※ベンチスタッフのシャツのイン・アウトはどちらでも良い。（但し、だらしないのはＮＧ） 

選手についてはインすること（安全面・盗撮防止の為） 

ｚ③監督・コーチ・マネージャー章は、必ず左胸部に着用すること 

 

-大会使用球- 

①公益財団法人日本バレーボール協会が公認する人工皮革軽量４号球カラーボールを使用する 

「ミカサボール(MVA500) ・モルテンボール(V4M5000-L)」(円周６２～６４cm重量２００～２２０g) 

※ボールの内圧については、６人制競技規則に準じ、２９４．３～３１８．８２ｈＰａ内、３１５．０ｈＰａとする。 

②本大会は男子・混合ブロック：モルテン / 女子ブロック：ミカサ 

 

-順位の決定方法- 

① 勝率 （勝数の多いチーム） 

② セット率 （全試合の取得したセット総数／全試合の喪失したセット総数） 

③ ポイント率（全試合の総得点／全試合の総失点） 

※対角チームが同率の場合は、１５点１セットの直接対決を行う。 

※四角リーグにおいては、直接対決の勝敗を優先する 

 

 



-試合会場におけるコートでの練習について- 

① コートの準備ができ、競技委員からのアナウンスがあるまでフロアに入ることはできない 

②１試合目となるすべてのチームに、試合前５分間の公式練習時間を与える 

但し、競技委員長の指示に従う事 

③前規定の時間以後は、次のチームのみコート内での練習ができる 

但し、隣のコートで試合中の場合はサーブ・スパイク・ノック等は禁止とし、パスまでの練習とする 

④ 予選～決勝戦まで３分間の打ち合いとする。 

⑤ フロア以外でのボールを使った練習は、建物内外にかかわらず絶対禁止とする。 

 

-審判員- 

①大会１日目の主審・副審はチームスタッフから出す事とする 

②大会２日目は日本バレーボール協会公認審判員の公認審判員が審判委員長の指示のもと配置され 

 る 

③ラインズマン・点示係・記録係は各チームから出すこと 

 

-その他- 

①試合前の挨拶については、ネットをはさんで対戦相手と握手をする。 

※感染症状況により変更あり 

※監督は、試合終了後に審判と握手をしてください。 

②ベンチには、競技上必要な飲料水・救急用具以外の物品を持ち込まない。また、飲料水は床にこぼさ

ないよう注意する事 

水筒は、ワンタッチ式の蓋つき水筒でもよい（ペットボトルは引き続きNG）但し、会場によって不可の場

合あり。 

※クーラーボックス・キャンプカートは使用禁止。 

※スマートウォッチは、時計として使用は可（通信機器やカメラとしての使用は禁止） 

③ 応援団の応援旗及び横断幕は試合のあるチームのみが掲示し、その際にプレーに支障のないように

配慮する 

試合終了時には迅速に撤去し、次のチームに場所を譲る事 

応援団の応援用具は大きな音の出る鳴り物(太鼓・ベル・ペットボトル等)は禁止とする 

④ ※審判のホイッスルの邪魔にならないように配慮する事 

⑤ 審判やラインジャッジへの批判・暴言・威嚇等の行為は厳に慎む事 

⑥ 選手への体罰・暴言・威嚇等の行為は、絶対禁止とする 

※上記事項を各チームの指導者は十分考慮すると同時に、各チームの応援団（父母会）への指導を徹

底する事 

⑦ 各ﾁ ｰﾑは、ネームプレートを持参する事 

但し、２日目に出場するチームは得点掲示用のネームプレートを２枚用意する事 

⑧ 各チームは、ボール拭き用のタオルを持参する事   



【審判上の確認事項】 

 

本大会は、２０２５年度公益財団法人日本バレーボール協会の定める６人制競技規則による。 

但し、別に定める小学生バレーボール競技規則を用いる。 

 

＜ルール取り扱いについて＞ 

1 児童の善い行いに対しては、フェアプレー精神の育成のため積極的にグリーンカードを出して下さい 

2 モップ、チームの荷物は安全のためにベンチ裏、イスの下に置く。スペースがなければベンチ横でもよ

い 

3 靴ひもを結ぶ行為は、安全を確保するため、結び直しをさせる。執拗に繰り返す場合は遅延行為にな

る 

4 トスは記録席前で試合開始前に行う。キャプテンが立ち会い、キャプテンマークのついたユニフォーム

を着用すること。 

トスにて先に権利を得たチームは、サービスを行うか、レシーブを行うか、または、どちらのコートに入る

かを選択する。 

監督及びチームキャプテンは、公式練習前に記録席で記録用紙に氏名を記入すること。また、チーム

キャプテンは、試合終了後も速やかに記録用紙にサインすること。 

5 公式練習は、サービスを得たチームから行う。公式にエントリーされた選手以外は、公式練習に参加で

きない。 

6 サービスは、決められた順序に従って打つ。間違いが無いようベンチスタッフも十分注意する。 

7 スクリーンについて１stレフェリーは、選手の位置をよく確認してからサービス許可を行うこと。 

※戦術的にスクリーンを形成することを許さない。スクリーンに関する注意は何度も行うことが出来る。 

８ 監督は、記録席に最も近い席に着席しフリーゾーン内ならばイー時的にベンチを離れてコート上の選手

に指示を与えても良い。ただし、サービス許可後は、速やかにベンチに着席し、ラリー中は座っておか

なければならない。 

※みだりに監督が立ち上がったりする行為はを許容するものではない。過度に目的から逸脱してはな

らない。 

監督及びベンチスタッフが喜びを表す表現として偶発的に立ち上がったりする行為は、許容範囲であ

る。 

毎回のように立ち上がったり、あるいはベンチから数歩前に出たりする行為は、ルール違反であり、ベ

ンチスタッフがコート上の選手とハイタッチをしたり、跳んだり跳ねたりする行為を許容するものではな

い。- 

９ 明らかに選手・チームを威嚇する行為、反スポーツマン的行為（暴力）や言動（暴言）に対しては、厳正

に処理する。 

※コート警告・失格・退場など 

10 １セットにつき１２回までの選手交代が認められる。ラリー中は、交代競技者はベンチに着席している

か、ウォーム 

  アップエリアに位置していること 2nd レフェリーは記録を確認し、11回目と 12回目の選手交代を 1st

レフェリー及び監督に通告する。 

11 レフェリーに対する質問は、ゲームキャプテンのみに認められる権利である。要求する権利のない者

が要求したときなど、タイムアウト及び競技者交代時の不当な要求は拒否される。またプレーに影響

を及ぼしたり、同一試合中に同一チームの競技参加者が不当な要求を繰り返したりしたときは、その

チームを試合の遅延として処置する。 

12 ユニフォームからはみ出したアンダーウェアは禁止する。 

13 髪の毛がネットに振れた場合、絡みついたりしない限り反則としない。 

14 試合の継続が危険な状況であるとレフェリーが判断した場合は、ラリーをノーカウントとする。 



  ※隣のコートよりボール・選手が試合をするコートに侵入した。ネット際で何らかの事情で選手が負傷し

た場合など 

15 競技者が負傷して例外的な選手交代をした場合、負傷した競技者は、その試合に復帰することは出

来ない。 

16 必ずワイピング（タオル）を準備し、試合中コート内の選手は、床の汗を拭き取る事。 

  ※トスの際に審判より必ず伝える事。 

  ※ボールに付着した汗の拭き取りなどは、その都度審判に申し出る事 

 

＜レフェリーについて＞ 

Ⅰ 予選リーグ及び決勝トーナメントの審判員配置については、抽選会後周知いたします。 

  予選及び決勝トーナメント（1日目）については、各ブロックの空きチーム・負けチームにて相互審判と

なります。 

  決勝トーナメント（2日目)第 1試合については、第 3試合（場合によっては第 2試合）のチーム、以降

決勝戦を含め負けチームにて審判・補助員よろしくお願いします。 

  ※公認審判資格（C級・B級）を持つ方は、2日目以降の協力をお願い致します。 

  ※補助員については、極力ユニフォーム（試合と連続して審判を行う際は臨機応変に対応を行う）では

行わないこと。 

  ※ラインジャッジについては、チーム内で育成・指導を行うこと。 

Ⅱ 1st・2nd レフェリー・記録員はサービスオーダーの確認に注意を払う（サーブ順の間違いを出さない） 

Ⅲ 1st レフェリーは、試合の最終決定者であり、副審・ラインジャッジの判定を総合的に判断しジャッジす

るこ事 

  但し、1st レフェリーは判定や取り扱いの疑惑について、レフェリーの判断でコントローラー／審判長／

副審判長の意見を聞くことを許可する。  



 



 



  



 



 



 



 



 



 



  



 



 



  



    

 



サポーター広告
応援ありがとうございます

DOING

(有)ドゥーイングスポーツ

代表：島田　孝則
住所：那覇市古波蔵4-13-12

TEL：098-853-1001
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